
　上野油業株式会社は岡山県倉敷市で1961年（昭和36年）の設立以来、約60年にわ
たり地域の暮らしを支え続ける。エネルギー事業を柱に、ガソリンスタンドやガス
機器販売、住宅リフォームに加え、フィットネスを手がけるなど多角的に事業を展
開している。「ひとつ上のくらしに寄り添う」を理念に、エネルギー供給にとどまら
ない、快適で豊かなライフスタイルをトータルでプロデュースする。

上野油業株式会社

　従来、同社において一人が検針に費やす時間は月に約8日間だった。それが5名体
制で行われていたため、会社全体では毎月「40人日」もの膨大な時間（人的リソー
ス）が、検針作業によって費やされていた。また、労働力不足も大きな課題。人材の
確保が難しくなる中、検針作業は機械に任せ、限られた人的リソースを、いかに付
加価値の高い業務へシフトさせるかが経営
の急務であった。　
　単なる作業の効率化ではなく、「社員がよ
り生産的な仕事に従事できる環境を作る」
ためにも、LPWAによる自動検針システム
の導入を決めた。

より社員が生産的な仕事に従事できる環境へ
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取材に答えてくださった、上野氏
（代表取締役）、三上氏、安部氏



　これまで検針に奪われていた膨大な工数が削減されたことで、社内の業務フ
ローは大きく変化を遂げた。検針業務に伴うコストはもちろん、緊急出動の回数減
による燃料費・人件費、さらには、集中監視システムの見直しによる通信費・利用
料、旧機器のメンテナンス費用など、あらゆる面においてコスト削減が実現され
た。
　機械ができることは機械に任せ、人がやるべきことに注力する。今後はその創出
された時間と能力を顧客との関係構築や新たな価値提案などに費やすべく、社員
一人一人が考えなければいけないと上野 洋輔氏（代表取締役）は語る。

「顧客接点」の質の変化

　検針票を発行手数料がかかっても「紙がいい」という顧客がいる一方で、利便性
を求める層に対しては、スマートな請求システムを提供していく必要がある。同社
において「Webの請求化」への対応は、近い将来での実現を目指して社内検討が進
んでいる。LPWAによるデータ基盤は、現代的な決済システムと連携するための不
可欠なピースとなるようだ。
　将来的には、更に広いエリアにわたって保安能力を強化していくとともに、
LPWAを活用した見守りサービスなど付加価値の高いサービスの提供を行い、ガス
供給にとどまらない新たなサービスも視野に入れているとのこと。
　生活インフラ事業者としての強みを活かし、地域社会へさらなる貢献を目指し
ていく姿勢がとても印象的であった。

「Web明細」導入と新たな付加価値の創出

　LPWAの導入は、駆け足での事業となり、導入に伴う課題点や懸念点を見過ごし
てしまった部分があったため、もっと計画的に慎重に行うべきであったと上野氏。
　また、よりスムーズな導入へ向けて、一部の担当者だけでなく社内全体に今回の
事業の目的・計画をしっかりと共有しておくことが重要と安部 勇希氏は語る。な
ぜ導入をするのか、それによって会社と顧客にどのようなメ
リットがあるのか。顧客に対しては、単なるシステム変更の通
知ではなく、「お客さまの保安も向上する」といった顧客視点
のメリットを丁寧に伝え、安心感と理解を醸成するコミュニ
ケーションが不可欠であると話してくれた。

「目的の共有」の重要さ

このほど刷新された経営理念



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


